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9月定例議会

　

９
月
定
例
議
会
は
、
８
月
26
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
33
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
平
成
21
年
度
一
般
会
計
決
算
や
都
市
計
画
税
条
例
な
ど
24
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
決
算
な
ど
８
件
と
都
市
計
画
税
条
例
に
つ
い
て
は
、
議
長
を
除
く
13
人
の
議
員
か
ら
な
る
決
算

特
別
委
員
会
と
都
市
計
画
税
調
査
特
別
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
か
ら
「
都
市
計
画
税
に
よ
る
増
税
の
中
止
を
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
長
か
ら
提
案
さ

れ
た
条
例
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
相
反
す
る
請
願
は
「
み
な
し
不
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

〈
賛
成
10
、
反
対
３
で
可
決
〉

■
提
案
す
る
理
由

　

宮
代
町
で
は
、
人
口
減
少
、
高

齢
化
の
「
大
き
な
波
」
が
押
し
寄

せ
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
税
の
導

入
に
よ
っ
て
、
市
街
地
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
の
事
業
を
着
実
に

す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
を
食
い

止
め
、
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
将
来
に
わ
た
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
納
税
義
務
者
数

　

平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
税

課
税
デ
ー
タ
で
試
算
す
る
と
９

７
２
０
人
（
市
街
化
区
域
９
３
７

３
人
＋
桃
山
台
３
４
７
人
）。

■
使
途
の
公
表

　

予
算
書
や
決
算
書
だ
け
で
な

く
、
広
報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

道仏地区土地区画整理区域内ですでに営業しているピアシティ

１．納税義務者
　　課税対象となる土地または家屋の所有者

２．課税対象
　　 市街化区域および条例で定める区域(桃山台)の
土地および家屋

３．税率
　　固定資産税の課税標準額×0.2％

４．税負担
　　 試算では土地が150㎡、建物が110㎡の場合、
年間、新築で19,300円、築後10年で14,700円、
築後20年で10,500円の新たな負担となります。

●道仏地区土地区画整理 ……11億2,000万円
●東武動物公園駅西口整備 ……4億円
●都市計画道路(道仏～宮代)……5億1,000万円
●都市計画道路(道仏～姫宮)……2億8,000万円
●都市計画道路(山崎～姫宮)……2億9,000万円
●公共下水道事業(道仏地区)……6億5,000万円
　　　　合　　計　　　　 32億5,000万円

年
間
１
億
４
０
０
０
万
円
の
増
税

都
市
計
画
税
条
例
を
制
定

　

９
月
議
会
で
は
、
町
長
か
ら
都
市
計
画
税
を
導
入
す
る
た
め
の
条

例
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
10
、
反
対
３
の
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
都
市
計
画
税
は
平
成
23
年
４
月

か
ら
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、町
民
に
と
っ
て
年
間
、１
億
４
０
０

０
万
円
の
新
た
な
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■都市計画税の概要

■都市計画事業と事業費
　※ 町では今後10年間の事業費32億円のうち、
5～6割程度の財源が必要となります。



■
な
ぜ
都
市
計
画
税
を
見
送

っ
て
き
た
の
か

問　

都
市
計
画
税
を
宮
代
町

は
55
年
間
ど
う
し
て
見
送
っ

て
き
た
の
か
。

答　

総
務
政
策
課
長　

昭
和

52
年
に
近
隣
自
治
体
が
都
市

計
画
税
を
導
入
し
た
当
時
と
、

今
の
財
政
状
況
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が

大
き
な
理
由
で
あ
る
。

■
今
後
、
下
水
道
料
金
は
ど

う
な
る
の
か

問　

今
回
水
道
料
も
上
が
っ

た
、
都
市
計
画
税
も
導
入
す

る
と
な
っ
た
場
合
、
下
水
道

料
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

産
業
建
設
課
長　

前
回

の
下
水
道
料
金
の
見
直
し
の

際
、
定
期
的
に
４
年
ご
と
に

見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
審
議

会
を
開
催
し
た
。
値
上
げ
の

方
向
は
出
て
い
な
い
。

■
公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど

の
改
革
案
の
方
が
先
で
は

問　

都
市
計
画
税
の
導
入
案

を
出
す
前
に
、
公
共
施
設
の

統
廃
合
な
ど
の
改
革
案
の
方

が
先
で
は
な
か
っ
た
か
。

答　

総
務
政
策
課
長　

今
あ

る
施
設
を
ど
の
よ
う
に
う
ま

く
活
か
し
て
い
く
か
と
い
う

視
点
が
中
心
だ
っ
た
。
今
は

公
共
施
設
の
あ
り
方
の
検
討

を
は
じ
め
た
。

■
道
仏
土
地
区
画
整
理
事
業

の
税
金
の
使
い
道
は

問　

道
仏
土
地
区
画
整
理
事

業
の
事
業
費
や
投
資
額
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

区
画
整
理
室
長　

事
業

費
は
総
額
で
55
億
１
０
０

万
円
。
町
の
投
資
額
は
21
年

度
末
で
８
億
８
９
０
０
万
円
、

22
年
度
以
降
は
11
億
１
９
０

０
万
円
と
な
る
。

問　

も
し
も
保
留
地
処
分
に

支
障
を
き
た
し
た
場
合
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

区
画
整
理
室
長　

現
時

点
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

■
町
道
２
５
２
号
線
の
延
伸

の
展
望
は

問　

宮
代
町
に
は
町
外
に
出

る
幹
線
道
路
が
な
い
が
、
町

道
２
５
２
号
線
の
春
日
部
の

16
号
ま
で
の
延
伸
の
展
望
は
。

答　

産
業
建
設
課
長　

春
日

部
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し
の
な
か
で
、
位
置

づ
け
を
し
て
も
ら
え
る
方
向

と
い
う
こ
と
で
協
議
を
し
て

い
る
。

■
ミ
ニ
公
募
債
の
考
え
は

問　

一
口
、
１
万
５
０
０
０

円
の
債
権
を
発
行
し
て
、
町

民
に
そ
れ
を
持
っ
て
も
ら
う

方
法
は
ど
う
か
。

答　

総
務
政
策
課
長　

導
入

で
き
る
の
か
ど
う
か
も
含
め

て
、
ミ
ニ
公
募
債
の
研
究
課

題
と
し
た
い
。

■
都
市
計
画
税
の
免
税
や
軽

減
の
基
準
は

問　

都
市
計
画
税
に
関
す
る

免
税
や
軽
減
の
基
準
は
。

答　

町
民
生
活
課
長　

用
途

非
課
税
な
ど
、
固
定
資
産
税

と
同
じ
取
り
扱
い
と
な
る
。

■
職
員
（
町
長
・
副
町
長
・

教
育
長
・
議
員
と
職
員
）
の

総
人
件
費
20
％
削
減
を

問　

大
変
な
と
き
は
、
減
税

で
町
民
に
元
気
に
な
っ
て
も

ら
う
。
職
員
の
総
人
件
費
を

20
％
削
り
、
６
年
で
18
億
円

の
財
源
を
確
保
で
き
る
。

答　

総
務
政
策
課
長　

職
員

が
少
な
い
な
か
、
大
変
な
仕

事
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
人
件
費
を
落
と
し
て
、

２
割
カ
ッ
ト
は
で
き
な
い
。

質疑
応答

都市計画税条例

　町民に新たな負担をお願いしてまで、開発事業が必要なのか。
それとも、市街地の魅力を高める事業なのか。都市計画税調査
特別委員会を設置し、徹底審議しました。

都市計画税は必要か、それとも…？
夢をもてるまちづくりのために
●都市計画税の導入なく現状で推移した場合、
いずれ基金は底をつき町独自で実施している福
祉タクシーなどの事業をはじめ町民の方々への
サービスは縮減せざるを得ず、そのことによっ
て今まで培われてきた町の魅力が失われ、人口
減少に拍車をかけないとも言い切れません。
　都市計画税は一般的な自主財源と違い、あく
までも目的税として基準財政需要額には含まれ
ず、地方交付税の減額の対象にならないことか
ら大きなメリットの一つであるといえます。
　導入後は目的とされる事業が実りあるものと
なるよう議会と執行部は互いの責務をしっかり
果たすとともに、苦難に遭遇する方々に手を差
し伸べることを怠らず、この宮代町の未来を前
途あるものとし、その歴史に歩みをそえるべく
賛成と致します。

増税より８億円の財源確保が先
　増税の前になすべきことがある。財政危機の
原因説明と、健全化の提案と実行だ。
●道路・住宅政策の遅れ。箱物より道路・住宅
政策を着実にすすめ、人口増、税収増を優先す
べきであった。
●平成16年、２町合併は宮代町の判断で失敗。
合併特例債222億円の活用で、都市基盤整備は
進んだはず。両町民の失ったものは大きい。
●さらなる行革を。町民に負担を求める前に、
行政コストの削減を。
●事業仕分けをすべき。都市計画税導入は目先
の対応でしかない。増税の前に、行革と事業仕
分けで３億円の財源確保が必要。
●２町合併でコスト削減。生活圏が一体の杉
戸・宮代。合併して役場をひとつにすると、行
政コスト約８億円の削減が可能。都市計画税導
入で毎年１億４000万円の増税か、コスト削減
で８億円の財源確保か。町の未来のために２町
合併を最優先すべきなのは明らかである。

次世代に禍根を残すことはできない
●少子高齢化の現在、地方交付税、補助金など
が減額され、加えて人口減により町税が減収。
東武動物公園駅西口の開発・都市計画道路、道
仏土地区画整理事業の推進など10年間で約32
億円の費用がかかる。そのため、都市計画税を
導入し事業の進展を図るもの。
●教育・医療・介護など社会保障関連の支出が
増大することを鑑みて、現在のままの延長では、
町民への今までのサービスを縮減することにな
る。32億円の一般財源からの投入は許されな
い。
●市街化区域に保有する土地や家屋にかかる固
定資産税の負担が多く課せられるが、反面著し
く生活環境が整備され、土地の利用価値が高ま
る。町民の将来を担う次世代の方々に禍根を残
すことは決してできない。住みたい町、住み続
けたい町、人口減少を食い止め活力あるまちづ
くりを目指す。

賛 成　　　　　

賛 成　　　　　

水道料金の値上げにつづく増税
●都市計画税は、身の丈を超える開発(道仏土
地区画整理事業など)に投入される。しかも、
当該事業の保留地が処分できるという前提の計
画である。もしも、保留地処分に支障をきたせ
ば、税金による負担はさらに膨れ上がる。
●まちづくりは住民の意思に沿って行われるべ
きである。今年３月、町が行った住民アンケー
トによると、今後の都市開発のあり方は「開発
を積極的に行うことで、拡大成長型のまちづく
りを進める」が28.1％、「開発は最小限にとど
め、既存施設の有効活用等による持続可能なま
ちづくりを進める」が56.9％と、後者の方が
２倍以上になった。町が進めようとしているこ
とは町民の意思とは逆の方向である。
●長引く景気低迷のもと、町民の所得は減少し
ている。今年６月の水道料金の大幅値上げにつ
づく、都市計画税の導入は、町民に大変な負担
と影響をおよぼすことはまちがいない。都市計
画事業を見直し、歳出抑制を図るべきである。

反 対　　　　　

反 対　　　　　合川 泰治 議員 金子 正志 議員

丸藤 栄一 議員 赤塚 綾夫 議員丸藤 栄一 議員丸藤 栄一 議員 討 論

主
な
質
疑

みやしろ議会だよりNo.76 4みやしろ議会だよりNo.765



監査委員の審査意見の要旨
●歳入歳出とも大きく増加しましたが、これは国の施策
である定額給付金や緊急経済対策として実施された各種
事業による結果であり、実質的な町の財政状況はほぼ前
年並みでありました。
●平成17年に「公共改革プログラム」を策定し、歳入確保・
歳出削減を果敢に進め多大の成果を得ることができまし
た。それでもなお財政を取り巻く環境は大変厳しい状況
であり、今後とも町税・地方交付税の減少、高齢化によ
る歳出増加などが見込まれます。引き続き経常経費の削
減・合理化、事務効率の向上に一層努力されることを望
むとともに、思い切った改革を進めることを希望し、「町
税収納率向上」「非常勤職員の待遇改善」「道仏土地区画
整理事業早期完成」「コンプライアンス意識向上」「議会
改革の推進」などを要望します。

平成21年度一般会計決算　

決
算
特
別
委
員
会
で
検
証

ど
う
未
来
に
つ
な
ぐ
か

　

平
成
21
年
度
の
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
、
議
長
を
除
く
、
議
員
全

員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
審
議
し
ま
し
た
。
４
日
間

に
わ
た
り
各
課
ご
と
に
質
疑
し
、

徹
底
検
証
し
ま
し
た
。

　

決
算
の
認
定
は
、
行
政
効
果
の

客
観
的
判
断
と
、
今
後
の
改
善
や

反
省
事
項
の
把
握
と
活
用
が
大
事

で
す
。

●歳入の内訳
  93億 3,607万円（前年度比4.1％増）

町税（38.4％）
35億8,756万円

繰入金（5.2％）
488,446,762円

町債（6.1％）
5王6,798万円

繰越金（10.0％）
936,082,105円

歳入構成比
93億3,607万円

町税（38.4％）
35億8,756万円

その他（5.0％）
4億5,723万円

地方消費税（2.5％）
2億3,179万円

諸収入（2.5％）
2億3,401万円

県支出金（4.6％）
4億2,778万円

繰入金（5.2％）
4億8,844万円

町債（6.1％）
5億6,798万円

地方交付税（17.2％）
16億826万円

国庫支出金（8.5％）
7億9,690万円

繰越金（10.0％）
9億3,608万円

民生費（24.9％）
2,216,725,508円

公債費（9.0％）
8億394万円 歳出構成比

88億8,497万円

民生費（24.9％）
22億1,672万円

その他（0.8％）
6,417万円

公債費（9.0％）
8億394万円

土木費（14.0％）
12億4,066万円

総務費（21.2％）
18億8,573万円

教育費（13.4％）
11億8,655万円

議会費（1.0％）
8,730万円

農林水産業費（1.9％）
1億6,600万円

消防費（5.5％）
4億9,242万円
衛生費（8.3％）
7億4,143万円

●歳出の内訳
88億8,497万円（前年度比10.6％増）

問　

徴
収
対
策
で
の
差
し
押
さ
え
件

数
と
金
額
は
。

答　

全
部
で
３
３
９
件
。
不
動
産
が

25
件
、
預
貯
金
が
１
２
２
件
、
生
命

保
険
が
24
件
、
国
税
の
還
付
金
１
３

０
件
。
給
与
・
年
金
36
件
。
動
産
２
件
。

対
象
金
額
は
、
１
億
６
８
８
１
万
円
。

問　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
１
万
２
０
４

２
件
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
は
。

答　

当
初
の
納
付
書
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

で
取
り
扱
い
が
で
き
る
よ
う
に
変
更

し
た
た
め
、
急
激
に
増
え
た
。
利
用

時
間
帯
も
集
計
し
た
が
コ
ン
ビ
ニ
で

し
か
納
付
で
き
な
い
時
間
帯
に
納
付

し
た
方
が
57
・
７
％
い
た
。

問　

町
民
の
所
得
の
推
移
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る

影
響
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
平
成

19
年
か
ら
21
年
が
ピ
ー
ク
で
毎
年
５

４
０
人
か
ら
６
０
０
人
減
。
課
税
所

得
２
０
０
万
円
以
下
の
納
税
義
務
者

は
平
成
17
年
は
８
２
８
８
人
で
、
21

年
度
は
９
８
１
０
人
で
伸
び
て
い
る
。

問　

町
内
循
環
バ
ス
の
委
託
料
と
決

算
の
差
額
は
何
か
。

答　

回
数
券
、
現
金
収
入
、
広
告
収

入
料
の
計
１
９
０
万
円
を
委
託
料
か

ら
差
し
引
い
て
い
る
た
め
。

問　

バ
ス
以
外
の
有
料
広
告
掲
載
料

は
。

答　

庁
舎
ロ
ビ
ー
９
万
円
、
進
修
館

３
万
円
、
郵
便
封
筒
21
万
円
、
広
報

「
み
や
し
ろ
」
が
61
万
円
で
合
計
94

万
円
と
な
る
。

問　

第
４
次
総
合
計
画
に
関
し
、
住

民
意
識
調
査
を
ど
の
よ
う
に
い
か
す

の
か
。

答　

審
議
会
で
の
議
論
の
材
料
と
な

る
。

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
球
９
０
８
本
と
あ
る
が
、

ど
こ
に
整
備
さ
れ
た
の
か
、
今
後
は
。

答　

町
内
全
域
約
２
５
０
０
か
所
の

う
ち
４
５
０
か
所
終
了
し
た
。
残
り

２
０
０
０
か
所
ぐ
ら
い
。
今
後
５
年

に
全
灯
取
り
換
え
る
予
定
だ
が
、
予

算
上
、
遅
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　

ひ
や
り
マ
ッ
プ
の
進
ち
ょ
く
率

は
。

答　

31
か
所
を
整
備
し
72
％
。

町　　税町　　税

生活・環境生活・環境

町税収納状況

主な使いみち

拡大成長型のまちづくりを進める

等による持続可能なまちづくりを進める

新たな開発は行わない

その他

開発は最小限にとどめ、既存施設の有効活用

今後の都市開発のあり方について

28.1%

8.3%

開発を積極的に行うことで、

56.9%

不明・無回答

住民意識調査の結果（平成22年3月）から

3.5%

3.2%

●町内循環バス運行事業 1,399万円

●第 4次総合計画策定事業 133万円

●交通安全対策事業 2,358万円

●防犯活動事業 3,300万円

●自主防災組織育成事業 677万円

コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
増
え
た
要
因
は
な
に
か

住
民
意
識
調
査
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
の
か

●平成21年度一般会計決算

21年度 収入済額 前年度増減 徴収率
町 民 税 19億1267万円 △6493万円 94.7％
固定資産税 14億7135万円 △2551万円 95.5％
軽自動車税 3815万円 149万円 94.1%
町たばこ税 1億6537万円 △418万円 100％
計 35億8756万円 △9314万円

みやしろ議会だよりNo.76 6みやしろ議会だよりNo.767



問　

小
中
一
貫
教
育
の
講
師
謝
金
と

は
。

答　

小
学
校
４
校
に
英
語
の
非
常
勤

の
助
手
を
週
２
回
、
7.5
時
間
勤
務
で

配
置
。
ま
た
中
学
校
３
校
に
は
英
語

圏
の
外
国
人
、
英
語
指
導
助
手
を
配

置
し
て
い
る
。

問　

不
登
校
生
徒
、
児
童
が
４
人
減

と
な
っ
て
い
る
が
、
状
況
は
。

答　

21
年
度
は
20
人
。
生
徒
指
導
委

員
会
を
開
き
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
た
ち
に
眼
を
向
け
る
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

問　

給
食
費
の
滞
納
は
あ
る
の
か
。

答　

９
件
。
26
万
円
ほ
ど
あ
る
。
収

納
率
は
99
・
８
％
。

問　

ぐ
る
る
の
５
時
閉
館
は
早
す
ぎ

る
と
の
意
見
が
あ
る
が
。

答　

来
年
４
月
か
ら
日
曜
、
祝
日
に

つ
い
て
１
時
間
延
長
さ
れ
る
予
定
。

問　

ぐ
る
る
の
指
定
管
理
ミ
ズ
ノ
㈱

の
自
主
事
業
は
。

答　

ス
イ
ミ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
、
新
体

操
、
体
操
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ク
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
。
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

問　

福
祉
作
業
所
の
指
導
員
の
状
況

は
。

答　

常
勤
が
７
人
、
非
常
勤
が
10
人
。

法
定
化
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

医
師
、
看
護
師
の
配
置
が
必
要
に
な

り
、
相
談
室
も
設
置
さ
れ
、
以
前
よ

り
良
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
。

問　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の

維
持
補
修
が
６
点
も
あ
る
。
今
後
も

心
配
な
と
こ
ろ
は
。

答　

20
周
年
に
な
る
が
、
修
繕
箇
所

も
ふ
え
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
の
更
新

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

は
。
地
盤
沈
下
は
。

答　

電
話
機
の
改
修
、
照
明
灯
の
増

設
、
自
動
ド
ア
の
改
修
工
事
を
実
施

し
た
。
駐
車
場
の
地
盤
沈
下
が
激
し

い
。

問　

不
妊
治
療
の
助
成
は
19
年
度
か

ら
、
８
人
、
10
人
、
12
人
と
申
請
者

数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
お
子
さ
ん

は
で
き
て
い
る
の
か
。

答　

12
人
中
５
人
が
妊
娠
さ
れ
た
と

い
う
デ
ー
タ
は
あ
る
。

問　

緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
遊
休
農

地
再
生
事
業
で
何
人
雇
っ
た
の
か
。

答　
「
新
し
い
村
」
で
３
人
の
雇
用

を
し
て
い
る
。
遊
休
農
地
解
消
４
９

０
９
㎡
の
実
績
が
あ
り
、
継
続
中
。

問　

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
は
、
何

台
購
入
し
た
の
か
。
利
用
実
績
は
。

答　

20
イ
ン
チ
の
小
型
９
台
。
レ
ン

タ
ル
が
始
ま
っ
た
の
は
今
年
６
月
末

か
ら
。
２
か
月
の
実
績
は
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
宮
代
館
40
件
、
市
民
活
動

ス
ペ
ー
ス
８
件
、
計
48
件
。

問　

町
道
拡
幅
整
備
が
で
き
、
緊
急

車
両
の
通
行
が
可
能
に
な
っ
た
と
あ

る
が
、
道
路
整
備
で
残
さ
れ
て
い
る

の
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

答　

町
道
の
道
路
舗
装
は
18
万
４
９

３
７
㍍
、
舗
装
率
63
・
２
％
と
な
っ

て
い
る
。
拡
幅
の
要
望
で
、
着
手
さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
25
路
線
あ
る
。

問　

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
整
備
促

進
事
業
だ
が
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て

町
民
に
説
明
す
べ
き
。

答　

将
来
的
施
設
は
、
東
武
鉄
道
が

相
手
方
と
の
合
意
形
成
、
ま
だ
公
表

で
き
る
段
階
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

教育・文化教育・文化 健康・福祉健康・福祉

産業・建設産業・建設

主な使いみち 主な使いみち

主な使いみち

●不登校対策事業 681万円

●私立幼稚園就園奨励事業 3,377万円

●英語指導助手活用推進事業 1,056万円

●図書館管理運営事業 5,295万円

●学校給食運営事業 3億1,398万円

●保育所管理運営事業 1億4,395万円

●障害者自立支援事業 2億7,420万円

●自然の森施設管理運営 2,668万円

●こども医療費支給事業 6,500万円

●健康診査事業 2,734万円

●新しい村管理運営事業 5,522万円

●都市計画道路整備事業 9,004万円

●東武動物公園駅周辺整備事業 1,398万円

●道仏土地区画整理事業 2億8,474万円

●起業家・創業支援事業 125万円

ぐ
る
る
利
用
者
は
大
幅
に
ふ
え
て
い
る

福
祉
作
業
所
は
法
定
化
に
よ
り
、
良
い
環
境
に
な
っ
た

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
は
町
の
顔
づ
く
り

●平成21年度一般会計決算 ●平成21年度一般会計決算

　財政構造の硬直度を示す「経常収支比率」は
県内24町村中、下から２番目。財源に余裕がな
く、改善が必要である。町債残高の圧縮を図る
とともに、一般財源は暮らしと福祉に使うこ
と。不用不急の事業は行わないこと。
　身の丈を超える開発事業によって、町民に負
担増がもたらされる。道仏土地区画整理事業は
凍結すべきである。
　不況はさらに深刻になるといわれている。い
ま、町民生活を守る施策が求められるが、逆に
小・中学校の給食費が値上げされた。保育料も
高いので、県平均まで引き下げを求める。
　社会問題になっている、一生懸命働いても普
通に暮らせないワーキングプアを行政が作り出
している。町が雇用している臨時職員は、時給
780円で働いているが、民間パートの劣悪な時
給を下支えする悪影響も及ぼしている。改善を
図るべきである。
　町立図書館を指定管理者へ委託するよう再提
出の準備をしているが、図書館運営は利益を追
求する民間企業にはなじまない。

■世帯数ベースでの自主防災組織率は90.5%と
なり、災害への備えをより強化した。
　姫宮駅西口駐輪場の有料化整備、放置自転車
の撤去など街なかの良好な環境の維持に努めた。
　福祉作業所の施設改修などの環境整備、利用
者への支援などの充実に努めた。
　学童保育所の収容人員増加への対応、また相
談などによる子育て家庭への支援を図った。
　非常勤講師の配置により、きめ細かな指導を
行うなど、学力向上に一定の成果を上げた。
　郷土資料館の常設展示室内に島村盛助コーナ
ーを新設した。
　図書館では、子ども読書活動優秀実践図書館
として、文部科学大臣賞を受賞した。
　東武動物公園駅西口の整備に関し具体的日程
が示されたのは、宮代町にとって大きな前進。
　今後も聖域なき改革が必要。住んでよかった
といえるまちづくりが進められることを期待。

経常収支比率を改善し、
　　　　　暮らし中心の町政に

選択と集中により、限られた財源から
　　　　　　　より有効に施策遂行した

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

討
論
討
論

討
論
討
論

反対です

賛成です

で
、
町
に
も
具
体
的
な
も
の
は
示
さ

れ
て
な
い
。

問　

道
仏
区
画
整
理
事
業
に
助
成
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
内
容

は
。

答　

地
盤
対
策
、
調
整
池
、
軟
弱
地

盤
を
対
策
す
る
道
路
整
備
が
対
象
で

あ
る
。

問　

公
園
管
理
協
定
に
基
づ
く
住
民

主
体
の
維
持
管
理
だ
が
、
対
象
の
37

公
園
協
定
で
き
た
の
か
。

答　

18
自
治
会
と
協
定
を
結
ん
だ
。

町
と
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
報
奨

金
も
交
付
し
て
い
る
。

みやしろ議会だよりNo.76 8みやしろ議会だよりNo.769



問　

介
護
保
険
料
の
収
納

率
が
若
干
下
が
っ
て
い
る

理
由
は
。

答　

こ
れ
ま
で
の
変
動
の

範
囲
内
と
認
識
し
て
い
る

が
、
引
き
続
き
収
納
率
の

向
上
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

介
護
保
険
制
度
が
で

き
て
10
年
経
つ
が
、
宮
代

町
で
は
必
要
な
介
護
が
受

け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
き
ち
ん
と
認
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　

介
護
給
付
費
の
増
加

が
著
し
く
伸
び
て
い
る
が
、

利
用
し
た
い
人
が
利
用
で

き
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
個
別
に

事
情
を
聞
き
な
が
ら
対
応

し
て
い
る
。

問　

介
護
給
付
費
が
年
々

増
加
し
て
い
る
が
、
ピ
ー

ク
は
平
成
何
年
ご
ろ
か
。

答　

第
４
次
計
画
に
お
い

て
平
成
26
年
ま
で
の
将
来

推
計
を
行
っ
て
い
る
が
、

上
昇
を
続
け
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答　

平
成
24
年
度
を
も
っ

て
廃
止
さ
れ
る
が
、
現
行

の
制
度
も
市
町
村
単
位
に

比
べ
る
と
、
都
道
府
県
単

位
の
広
域
に
よ
る
運
営
で

あ
る
た
め
に
保
険
料
の
負

担
が
公
平
に
行
わ
れ
て
い

る
利
点
は
あ
る
。

問　

欠
損
金
を
繰
り
越
す

理
由
は
。

答　

公
営
企
業
法
に
よ
り

繰
り
越
し
て
い
る
。
建
設

改
良
積
立
金
に
よ
り
欠
損

金
を
埋
め
る
こ
と
は
で
き

る
が
、
非
常
時
に
備
え
て

い
る
の
で
取
り
崩
し
て
い

な
い
。

問　

第
１
浄
水
場
と
宮
東

配
水
場
の
統
合
計
画
は
。

答　

宮
東
浄
水
場
の
管
理

棟
の
増
築
を
行
い
、
姫
宮

橋
の
抱
き
合
わ
せ
と
東
武

線
の
軌
道
下
の
配
水
管
工

事
、
最
終
的
に
は
第
１
浄

水
場
か
ら
宮
東
浄
水
場
へ

水
道
施
設
遠
方
監
視
装
置

を
移
設
し
、
25
年
度
か
ら

本
格
稼
働
を
計
画
し
て
い

る
。

問　

国
保
税
の
期
限
内
納

付
が
な
い
場
合
の
対
応
は
。

答　

納
期
が
過
ぎ
る
と
、

翌
月
末
に
督
促
状
、
次
い

で
催
告
書
を
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
納
税
相
談
に
応
じ
、

納
税
計
画
を
出
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

問　

国
保
税
の
不
納
欠
損

の
処
理
の
仕
方
は
。

答　

５
年
の
時
効
に
よ
る

場
合
と
、
５
年
の
時
効
を

待
た
な
い
で
３
年
あ
る
い

は
即
時
で
債
権
を
消
滅
す

る
２
種
類
が
あ
る
。

問　

国
保
税
の
分
納
誓
約

を
し
て
い
る
加
入
者
に
も

短
期
被
保
険
者
証
を
発
行

す
る
理
由
は
。

答　

一
定
期
間
、
定
期
的

に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
収
入
の
状
況
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

問　

不
納
欠
損
に
つ
い
て
、

生
活
困
窮
者
の
ほ
か
に
、

行
方
不
明
者
、
死
亡
し
て

い
る
加
入
者
に
課
税
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
な
い

の
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
な
い
が
、
法
定
相
続
人

が
相
続
放
棄
を
し
て
い
る

場
合
は
、
不
納
欠
損
処
理

を
し
て
い
る
。

問　

公
共
下
水
道
の
普
及

率
は
70
・
２
％
で
あ
る
が
、

水
洗
化
率
は
。

答　

人
口
３
万
３
４
４
０

人
に
対
し
て
、
下
水
道
区

域
に
お
け
る
接
続
工
事
も

ほ
ぼ
完
了
の
域
に
近
づ
い

て
お
り
、水
洗
化
率
は
95・

８
％
で
あ
る
。

問　

滞
納
繰
越
分
が
若
干

あ
る
が
、
収
納
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

答　

水
道
使
用
料
と
一
緒

に
徴
収
し
て
い
る
が
、
滞

納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
、

水
道
の
給
水
を
止
め
る
と

い
う
措
置
が
あ
る
の
で
、

ほ
ぼ
全
額
、
水
道
料
金
と

同
じ
よ
う
に
収
納
さ
れ
て

い
る
。

問　

一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
が
約
６
億
円
あ
る
が
、

起
債
の
償
還
計
画
と
の
関

係
は
。

答　

こ
こ
数
年
間
の
償
還

に
関
す
る
概
算
で
は
あ
る

が
、
元
金
が
４
億
円
、
利

子
が
２
億
円
で
合
計
６
億

円
で
推
移
し
て
い
る
。

特別会計

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

水
道
会
計

公
共
下
水
道

■ 国民健康保険
　国保財政逼迫 一般会計から法定外繰入
■ 介護保険
　利用者数の増加に伴い給付費が増加

「
不
納
欠
損
」と
は
？

　

何
ら
か
の
理
由
で
徴
収
が
で

き
ず
、
今
後
も
徴
収
の
見
込
み

が
た
た
な
い
た
め
、
不
納
欠
損

処
分
を
行
う
。

みやしろ議会だよりNo.76 10みやしろ議会だよりNo.7611

歳　入

歳　出

平成21年度特別会計歳入・歳出

平成21年度水道会計決算

決　算　額 前年度比
国民健康保険 36億2,674万円 1.5％
老 人 保 健 2,037万円 △1004.9％
公 共 下 水 道 14億5,133万円 △2.1％
農業集落排水 4,842万円 0.6％
介 護 保 険 17億8,312万円 10.3％
後 期 高 齢 者 2億6,236万円 9.5％

当　年　度 前　年　度 前年度比増減
営 業 収 益 6億 105万円 6億1,732万円 △ 1,627万円
（ う ち 給 水 収 益 ） 5億5,457万円 5億6,547万円 △ 1,090万円
営 業 費 用 5億9,001万円 5億9,600万円 △ 599万円
営 業 利 益 1,104万円 2,132万円 △ 1,028万円
当 年 度 純 損 失 5,895万円 3,358万円 2,540万円
前年度繰越欠損金 6,528万円 3,170万円 3,358万円
当年度未処理欠損金 1億2,424万円 6,528万円 5,896万円

決　算　額 前年度比
国民健康保険 35億 128万円 7.3％
老 人 保 健 1,985万円 △1003.8％
公 共 下 水 道 14億3,867万円 △2.6％
農業集落排水 4,392万円 △0.2％
介 護 保 険 17億4,464万円 14.9％
後 期 高 齢 者 2億5,966万円 10.0％

決算概況
　①業務量
　　 　給水人口は前年度比0.3％減、給水件数は前年度比0.4％増、総配水量
1.0％増となった。

　②収　支
　　 　給水人口の減少による前年度比5.7％の減収が大きく、動力費および
支払い利息が減少したものの、5900万円の純損失を出した。

　　 　この結果、当年度未処理欠損金1億2400万円を出し、減収減益傾向
を６月から施行している値上げにより歯止めを期待する状況にある。



賛　成 反　対

主
な
質
疑

討 論

みやしろ議会だよりNo.76 12みやしろ議会だよりNo.7613

問　

図
書
館
協
議
会
で
の
指

定
管
理
者
導
入
に
関
す
る
議

論
は
。

答　

図
書
館
協
議
会
は
図
書

館
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

指
定
管
理
者
導
入
に
関
し
て

は
、
正
式
な
議
論
は
し
て
い

な
い
が
、
各
委
員
か
ら
様
々

な
意
見
は
頂
い
て
い
る
。

問　

今
後
の
持
続
可
能
な
図

書
館
運
営
と
は
。

答　

高
度
な
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
実
現
の
た
め
、
図
書
館
Ｉ

Ｃ
シ
ス
テ
ム
を
段
階
的
に
導

入
、
ま
た
情
報
機
器
や
電
子

図
書
館
導
入
の
検
討
な
ど
将

来
を
見
据
え
た
運
営
に
努
め

る
。

　

指
定
管
理
者
の
募
集
に
は

２
社
が
申
請
、
８
名
か
ら
な

る
選
定
委
員
会
の
評
価
の
結

果
、
㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ

ー
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

選
定
理
由　
　

① 

安
定
経
営
の
た
め
の
財
政

基
盤
と
実
績
が
あ
り
、
施

設
の
理
念
、
目
的
を
十
分

理
解
し
て
い
る
。

② 

図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

に
向
け
た
具
体
的
事
業
提

案
が
あ
る
。

③ 

企
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
自
主
事
業
の
展
開
な
ど

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
見
込
め
る
。

　
蔵
書
の
選
定
基
準
は

問　

蔵
書
構
成
の
選
定
基
準

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

町
が
決
め
た
蔵
書
選
定

基
準
の
方
針
を
踏
ま
え
、
指

定
管
理
者
と
の
間
で
協
議
し

な
が
ら
進
め
る
。
購
入
リ
ス

ト
の
チ
ェ
ッ
ク
も
し
て
い
く
。

問　

教
育
委
員
会
と
指
定
管

理
者
と
の
定
期
的
な
協
議
会

の
設
定
は
。

答　

町
の
職
員
と
の
定
例
的

打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。
ま
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
行
う
。

問　

図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー

の
株
主
お
よ
び
社
員
数
は
。

答　

大
日
本
印
刷
㈱
が
中
心

と
な
っ
て
設
立
し
た
持
ち
株

会
社
Ｃ
Ｈ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
が
１

０
０
％
保
有
し
て
い
る
。
正

社
員
、
契
約
社
員
な
ど
含
め

て
３
８
１
６
人
で
あ
る
。

管
理
運
営
の
仕
様
は

問　

管
理
運
営
す
る
に
あ
た

っ
て
の
仕
様
書
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答　

提
案
に
あ
た
っ
て
業
務

要
求
水
準
書
を
提
示
し
て
い

る
。
そ
れ
以
上
の
も
の
を
提

案
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

契
約
で
は
こ
れ
ら
を
含
め
た

仕
様
書
を
改
め
て
作
成
す
る

こ
と
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　

新
た
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
導

入
が
あ
る
が
所
有
権
は
ど
こ

に
あ
る
か
。

答　

指
定
管
理
料
の
な
か
で

設
置
す
る
の
で
町
の
所
有
で

あ
る
。

問　

オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
タ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
待
遇
は
。

答　

図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー

で
は
、
勤
務
形
態
や
時
間
な

ど
条
件
は
あ
る
が
、
面
接
を

経
て
今
後
と
も
仕
事
を
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

町
立
図
書
館
は
指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
し
、
平
成
23
年
４
月
よ
り

㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
が
管
理
、
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
の
指
定
管
理
者
決
ま
る

賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決

宮代町の指定管理者施設（既指定分）
①新しい村　　　　　　　　　
②陽だまりサロン
③ひまわりの家、すだちの家　
④かえで児童クラブ
⑤「六花」　　　　　　　　　
⑥はらっパーク宮代
⑦いきがい活動センター　　　
⑧ぐるる宮代

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
期
待

■
専
門
の
業
者
、
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
運
営
で
、
よ
り
図
書

館
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。

■
蓄
積
し
た
知
識
、
技
術
お

よ
び
組
織
で
町
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
期
待
で
き
る
。

■
開
館
時
間
の
拡
大
や
開
館

日
数
の
増
加
を
行
っ
た
う

え
、経
費
削
減
も
見
込
め
る
。

経
費
削
減
の
名
で
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出
す

■
公
立
図
書
館
へ
の
指
定
管

理
者
の
導
入
は
、
２
０
０
８

年
の
国
会
審
議
で
文
部
科
学

大
臣
が
「
長
期
的
視
野
に

立
っ
た
運
営
が
難
し
く
、
な

じ
ま
な
い
」
と
し
て
い
る
。

■
経
費
削
減
は
、
無
料
が
原

則
の
図
書
館
で
は
低
賃
金
の

臨
時
雇
用
に
頼
る
こ
と
に
な

る
。
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
生
み
出
す
こ
と
は
町
と
し

て
す
べ
き
で
な
い
。

【請願趣旨】
　● 住むための土地や家屋は収入を生み出すものではない。所得がなくても課税され、低所得者にとっ
ては大きな負担となり、生活を圧迫するもの。

　●公共施設使用料の有料化、また水道料の値上げがあったばかり。特に高齢者には負担は重くなる。
　● 町の行った住民アンケート調査によると、「開発は最小限にとどめ、既存施設の有効活用等による
持続可能なまちづくり」が56.9%で一番高い。

　●計画中や進行中の都市計画事業を見直し、歳出抑制を図るべき。
【請願事項】
　都市計画税を導入しないこと。

都市計画税による増税の中止を求める請願

都市計画税条例の可決に伴い、
　請願は「みなし不採択」となりました。

請  願



問　

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
設
置
事

業
と
は
。

答　

子
育
て
家
庭
が
安
心
し

て
外
出
で
き
る
よ
う
、
公
共

施
設
な
ど
に
オ
ム
ツ
交
換
や

授
乳
な
ど
が
で
き
る
場
所
を

設
け
る
。
公
共
施
設
の
10
施

設
、13
か
所
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

身
代
神
社
横
の
身
代
池

の
親
水
空
間
の
再
生
整
備
事

業
の
経
緯
お
よ
び
そ
の
内
容

は
。

答　

町
有
地
で
廻
り
に
フ
ェ

ン
ス
が
あ
る
が
ヨ
シ
が
生
い

茂
っ
て
お
り
、
治
安
上
も
衛

生
上
も
問
題
な
状
況
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
整
備
要

望
が
出
て
い
た
。
今
回
、
県

の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
整
備
は

ヨ
シ
の
除
去
と
で
き
れ
ば
蓮

の
保
存
、
ま
た
フ
ェ
ン
ス
の

改
良
を
考
え
て
い
る
。
ど
う

い
う
池
に
す
る
か
、
整
備
後

の
池
の
管
理
な
ど
も
含
め
地

元
と
協
議
し
て
い
る
。
地
元

の
意
見
は
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
。

問　

生
活
介
護
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
事
業
と
は
。

答　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、

地
域
で
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
組
み
作
り
を
す
る
う

え
で
、
そ
の
担
い
手
を
確
保

す
る
事
業
。
一
定
の
福
祉
、

介
護
な
ど
に
関
す
る
知
識
、

技
術
を
身
に
つ
け
た
方
を
養

成
す
る
講
座
を
行
う
。
直
接

資
格
に
結
び
つ
く
も
の
で
は

な
い
。

問　

介
護
納
付
金
が
減
額
に

な
っ
て
い
る
。
原
資
は
国
保

税
の
介
護
分
、
減
額
の
処
理

は
ど
う
な
る
か
。

答　

平
成
20
年
度
の
精
算
額

が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
う
も

の
だ
が
、
被
保
険
者
が
減
少

し
た
こ
と
か
ら
減
額
と
な
っ

た
。
法
定
に
よ
る
納
付
金
で

あ
る
。

　

 

歳
入　

21
億
９
４
８
７
万
円

　

 

歳
出　

19
億
７
７
６
６
万
円

▼
構
成

　

宮
代
町
、
久
喜
市

▼
主
な
収
入　

　

負
担
金　
　
　

18
億
６
０
５
１
万
円

　
　
　

  （
宮
代
町　

５
億
９
４
５
万
円
）

▼
主
な
支
出　

　

塵
芥
処
理
費　

９
億
５
４
４
２
万
円

　

な
お
、
平
成
22
年
３
月
の
久
喜
市
の
合
併
に
伴

い
、
久
喜
宮
代
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
菖
蒲
清
掃
セ
ン

タ
ー
、
八
甫
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
に
よ
る
処

理
体
制
と
な
っ
た
。

  

歳
入　

28
億
７
５
０
０
万
円

  

歳
出　

27
億
７
３
４
５
万
円

▼
構
成

　

宮
代
町
、
久
喜
市

▼
主
な
収
入

　

負
担
金　
　

26
億
９
１
９
７
万
円

　

  （
宮
代
町　

４
億
９
０
５
３
万
円
）

▼
主
な
支
出

　

宮
代
関
係

　

宮
代
消
防
団
費　

１
７
５
９
万
円

　

消
防
ポ
ン
プ
車　

１
２
３
３
万
円
な
ど

お詫びと訂正
みやしろ議会だより（No.75、8月１日発行）「選択的夫婦別姓制度の導入について慎重な対応を求める意見書」
の採決結果は賛成4、反対9とお知らせしましたが、賛成5、反対8の誤りでした。お詫びして訂正致します。

平成22年度補正予算一部事務組合の平成21年度決算

主
な
質
疑

主
な
質
疑

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
を
設
置
へ

国
民
健
康
保
険

　

利
用
料
は
町
内
外
同
額
に

　

宮
代
町
総
合
運
動
公
園
「
ぐ

る
る
宮
代
」
お
よ
び
「
は
ら
っ

パ
ー
ク
宮
代
」
の
よ
り
一
層
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
町
内

外
を
問
わ
ず
利
用
者
の
料
金
を

均
等
に
し
、
料
金
体
系
を
一
本

化
す
る
も
の
。

　

春
日
部
市
、
久
喜
市
、
蓮
田

市
、
幸
手
市
、
白
岡
町
、
杉
戸

町
以
外
の
町
外
利
用
者
で
宮
代

町
に
在
勤
、
在
学
し
な
い
者
は

使
用
料
が
３
倍
に
な
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
を
町
内
外
と
も
同
額

と
す
る
。

　

た
だ
し
、
使
用
許
可
申
請
に

つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
、
町
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
者
は
３
か

月
前
か
ら
、
こ
れ
以
外
の
者
は

２
か
月
前
か
ら
で
あ
る
。

条例改正

　 今回補正 補正後予算額
一 般 会 計 3億7,043 87億6,203 

特
別
会
計

国民健康保険 6,815 36億2,539 
老 人 保 健 52 77 
公 共 下 水 道 △144 12億 127 
農業集落排水 467 5,002 
介 護 保 険 8,044 17億7,501
後 期 高 齢 者 14 2億8,855 

水 道 事 業 8,294 7億1,582 

　各会計別補正予算額　　　　　　　　　（単位：万円）

一
般
会
計　
　

 

３
億
７
０
４
３
万
円
の
増
額

久喜宮代衛生組合 久喜地区消防組合

　10月15日、三芳町で「町長経験者から見た地方行政と議会」と題して、
埼玉県特別参与・前大利根町長柿沼トミ子氏の講演が行われました。　
　町長時代には、人の結びつきの大切さを再認識したとのこと。
　そして議会とのかかわりでは、対話を十分するよう心掛け、相互理解に
努めた、とのことでした。
　今後、議会と行政に期待することとして、プロとして思い切って仕事を
してもらいたい。そして自分の地域の魅力や特色は何なのかを、愛着を持
って見極め創りだして欲しい。
　自分たちで判断し、自ら創り上げる自覚が必要と話を結びました。

地域の魅力や特色に愛着と創造を
町村議会議員研修会

講演する柿沼トミ子さん

みやしろ議会だよりNo.76 14みやしろ議会だよりNo.7615
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一 般 質 問

未来への責任

（
問
）
第
３
次
総
合
計
画
の
総
括
は
。

（
答
）
町
長　

毎
年
の
実
施
計
画

で
い
く
つ
か
の
区
分
に
よ
り
進
捗

状
況
を
示
し
て
い
る
が
、
着
手
率

は
71
％
で
あ
る
。

　

現
在
、
優
先
的
施
策
を
中
心
に

町
経
営
戦
略
会
議
で
総
括
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
総
合
計
画
審
議

会
で
も
有
識
者
か
ら
専
門
的
な
立

場
で
意
見
を
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実

効
性
へ
の
影
響
は
。
ま
た
、
そ
れ

以
外
の
施
策
へ
の
影
響
は
。

（
答
）
町
長　

都
市
計
画
事
業
関

連
で
は
３
つ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

掲
げ
た
。

　

町
の
魅
力
を
高
め
流
入
人
口
を

増
や
す
た
め
に
は
、
都
市
計
画
事

業
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
完
了

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
導
入

さ
れ
れ
ば
着
実
に
事
業
が
進
展
す

る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
体
で
考
え
れ
ば
、
他

の
分
野
の
事
業
に
充
て
る
財
源
が

生
ま
れ
る
。
こ
の
こ
と
で
ハ
ー
ド

事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
が
両
輪
と
な

っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

指
定
管
理
者

（
問
）
町
直
営
と
す
る
も
の
、
指

定
管
理
者
に
任
せ
る
も
の
の
基
準
、

理
念
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

ど
の
施

設
を
い
つ
か
ら
と
い
う
こ
と
は
現

在
検
討
中
な
の
で
具
体
的
に
お
示

し
で
き
な
い
。
各
施
設
の
設
置
目

的
、
性
質
な
ど
再
確
認
し
な
が
ら

導
入
を
定
め
て
い
き
た
い
。

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
輪
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

都
市
計
画
税
導
入
に
よ
る

他
の
施
策
へ
の
影
響
は

合
川
泰
治　

議
員

ヒブワクチンの公費助成が広がっている

返
納
促
す
環
境
づ
く
り
大
事　
無
料
化
を
検
討
す
る

免
許
証
の
自
主
返
納
支
援

　
　
　
　
　

住
基
カ
ー
ド
を
無
料
に

（
問
）
高
齢
者
の
運
転
免
許
の
自
主

返
納
を
支
援
す
る
た
め
に
、
身
分

証
代
わ
り
に
持
っ
て
い
る
人
へ
の

配
慮
で
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台

帳
の
発
行
手
数
料
を
無
料
に
し
て

は
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長　

高
齢
者
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
を
確
保
し
、
交

通
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
自

主
返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は

大
事
な
こ
と
。
住
基
カ
ー
ド
の
無

料
化
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
、

検
討
す
る
。

　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を

（
問
）
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成

が
広
が
っ
て
い
る
が
、
考
え
は
。

（
答
）
保
険
健
康
課
長　

ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
は
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
。
生
後
２
か
月
以
上

５
歳
未
満
を
対
象
に
最
大
４
回
の

接
種
が
必
要
で
約
３
万
円
の
負
担

と
い
う
。
蓮
田
市
、
北
本
市
、
新

座
市
が
助
成
を
実
施
し
て
い
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
も
あ
り
、

し
ば
ら
く
動
向
を
注
視
し
た
い
。

（
問
）「
空
き
家
の
適
正
管
理
条
例
」

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長　
「
埼
玉
県

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」

や
「
宮
代
町
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
で
適
正
管
理
に
関
す
る
規

定
が
あ
り
、
防
災
面
で
は
「
久
喜

地
区
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
」

で
規
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
犯

罪
や
災
害
を
起
こ
さ
せ
に
く
い
地

域
環
境
づ
く
り
の
推
進
が
目
的
。

新
た
な
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

他
自
治
体
の
条
例
の
実
効
性
を
確

認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

１．⻆野　由紀子  議員
① 高齢者の住基カードの無料化
② 災害対策
③ 空き家対策
④ 特定検診、特定保健指導
⑤ ヒブワクチン接種に助成を

２．合川　泰治  議員
① 夜間照明設備の設置
② 指定管理者制度
③ 都市計画税の導入

３．丸藤　栄一  議員
① 中島地域の住居表示
② 中島・百間地域の道路冠水対策
③ 都市計画税の導入

４．石井　眞一  議員
① 都市計画税の導入
② ゲリラ豪雨による低地の冠水対策
③ 買い物難民、買い物弱者対策
④ 高齢者の所在確認

５．飯山　直一  議員
① デマンドバス導入
② 高齢者見回り活動
③ 都市計画道路（長期未整備）の見直し（第２弾）

６．赤塚　綾夫  議員
① 高齢者の状況
② 小学校登校時の通行禁止時間
③ 都市計画税導入（新税）
④ 入札制度

７．加藤　幸雄  議員
① 国民健康保険

８．金子　正志  議員
① 商工会
② 行財政改革

９．唐沢　捷一  議員
① 庄司町長の一年間の歩み
② 東武動物公園駅西口整備

10．中野　松夫  議員
① 市街化区域の拡大
② 道仏土地区画整理地の住居表示の整備
③ 既存の道路における改良、修繕などの要望
④ 空き家などの適正管理

11．榎本　和男  議員
① 都市計画税導入と市街地整備ビジョンの関係
② 地域生活道路の改善整備の優先度の尺度は
③ 買物難民対策と町営バスの利用に関して

12．関　　弘秀  議員
① 都市計画税導入に伴う町の将来
② 地域医療に関し今後の取組み

13．宮原　一夫  議員
① 職員組織改革
② 財政構造改革

一般質問項目一覧（抽選順）

町政をただす

　一般質問は、13人の議員が登壇し、
都市計画税をはじめ、高齢者問題や町内
循環バス、冠水対策など38項目にわた
り、町の考えをただしました。
　ここに掲載したものは、質問・答弁と
もに質問者が507字以内にまとめたもの
です。

本会議の様子

⻆
野
由
紀
子　

議
員
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一 般 質 問

都
市
計
画
事
業
を
実
施
す
る
必
要
財
源
と
考
え
た

今
な
ぜ
、
都
市
計
画
税
条
例
の
提
案
な
の
か

（
問
）
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の
進

展
と
と
も
に
、
町
バ
ス
も
用
途
が

多
様
化
し
、
各
地
区
の
実
情
に
応

じ
た
バ
ス
運
行
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
効
率
的
な
運
行
を
め
ざ
す
一

環
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
制
（
予
約

乗
車
）・
フ
リ
ー
乗
降
制
（
自
宅
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
バ
ス
の
小
型

化
や
、
高
齢
者
や
身
障
者
の
利
用

促
進
で
は
、
利
用
し
や
す
い
車
両

の
導
入
も
必
要
と
な
る
。
デ
マ
ン

ド
バ
ス
導
入
の
考
え
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

現
在
の
町

バ
ス
は
、
平
成
５
年
度
か
ら
、
町

内
の
公
共
施
設
の
利
用
促
進
を
目

的
に
運
行
を
開
始
。
21
年
度
の
利

用
は
、
３
万
５
４
７
人
、
一
日
平

均
85
人
で
、
駅
や
ふ
れ
愛
セ
ン
タ

ー
、
六
花
の
利
用
が
多
い
。
１
か

月
の
利
用
回
数
は
、
５
〜
10
回
の

利
用
、
次
い
で
ほ
ぼ
毎
日
で
60
歳

以
上
の
利
用
者
が
多
い
。

　

町
の
高
齢
化
率
は
近
隣
で
も
高

く
、
通
院
や
買
物
、
健
康
づ
く
り

な
ど
自
ら
の
意
思
と
独
力
で
行
え

る
環
境
が
必
要
不
可
欠
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。
利
用
し
て
い
な

い
方
の
意
見
と
し
て
、
バ
ス
停
が

遠
い
、
時
間
と
コ
ー
ス
が
合
わ
な

い
な
ど
、
地
域
の
需
要
に
応
じ
た

柔
軟
な
運
行
体
制
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

今
後
の
高
齢
社
会
を
見
据
え
た

新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

を
再
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
町

バ
ス
の
契
約
期
限
の
切
れ
る
、
平

成
24
年
12
月
を
め
ど
に
研
究
、
検

討
し
て
い
く
。

（
問
）
当
町
に
１
０
０
歳
以
上
の
高

齢
者
は
何
人
か
、
皆
さ
ん
健
在
か
、

確
認
は
で
き
た
か
。

（
答
）
保
険
健
康
課
長　

現
在
、
13

人
お
り
、
全
て
確
認
済
み
で
あ
る
。

（
問
）
65
歳
以
上
の
方
は
何
人
い
る

か
、
確
認
で
き
た
か
。

（
答
）
保
険
健
康
課
長　

８
０
８
３

人
に
な
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
な
ど
も
あ
る
の
で
確
認
は
困

難
で
あ
る
。

（
問
）
都
市
計
画
税
導
入
は
遅
す
ぎ

た
と
思
う
、
今
な
ぜ
導
入
な
の
か
。

（
答
）
町
長　

少
子
高
齢
化
と
人
口

減
な
ど
で
税
収
入
が
減
少
、
20
〜

30
年
先
を
見
据
え
て
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

都
市
計
画
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
一
部
の
町
民
に
ご
負
担
を
か

け
る
が
理
解
し
て
欲
し
い
。

地
元
業
者
の
育
成
は
町
の
責
任

（
問
）
土
木
工
事
の
入
札
制
度
で
、

「
設
定
範
囲
の
下
限
値
」
の
引
き
上

げ
措
置
に
つ
い
て
、
低
価
格
受
注

へ
の
対
応
を
22
年
４
月
１
日
以
降

も
継
続
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

当
町
は
そ
の
通
り
実
施
し
て
い
る

の
か
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

国
交
省
・

埼
玉
県
に
準
じ
て
実
施
し
て
い
る
。

（
問
）
低
入
札
調
査
基
準
価
格
積
算

の
一
部
を
県
に
準
ぜ
ず
60
％
は
何

故
か
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

最
近
県
に

お
い
て
、
率
が
頻
繁
に
改
正
さ
れ

て
い
る
。
当
制
度
を
採
用
し
て
い

な
い
市
町
も
あ
り
、
特
に
支
障
も

な
い
の
で
70
％
で
な
く
、
60
％
で

の
積
算
を
お
願
い
し
て
い
る
。

姫宮地内の道路改良工事現場（右岸下部工）

赤
塚
綾
夫　

議
員

飯
山
直
一　

議
員

町バス運行システムのあるべき姿

町
営
バ
ス
契
約
期
限
ま
で
に
検
討

循
環
バ
ス
を
自
宅
送
迎
バ
ス
に

切
り
替
え
て
は

（
問
）
水
道
料
金
の
大
幅
値
上
げ

に
続
く
都
市
計
画
税
の
導
入
は
、

町
民
の
家
計
に
大
変
な
負
担
増
と

影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
そ
の
点
は
ど

の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
の
か
。

（
答
）
町
長　

都
市
計
画
税
を
導

入
し
な
け
れ
ば
、
町
民
の
く
ら
し

を
守
る
こ
と
も
、
ま
ま
な
ら
な
く

な
る
。
町
と
し
て
は
、
こ
れ
以
上

の
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
何
と
し
て
も

避
け
た
い
と
い
う
思
い
で
い
る
。

そ
う
し
た
上
で
の
判
断
で
あ
る
。

（
問
）
道
仏
土
地
区
画
整
理
事
業

に
対
し
て
の
町
民
の
評
価
は
。

（
答
）
町
長　
「
お
年
寄
り
と
若
者

が
安
心
し
て
住
め
て
、
活
気
の
あ

る
町
に
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
意

見
が
あ
る
な
ど
、
期
待
は
大
き
い

と
受
け
止
め
て
い
る
。

中
島
市
街
地
の
住
居
表
示
是
正
を

（
問
）
市
街
地
に
住
む
住
民
か
ら

「
住
居
表
示
が
分
か
り
に
く
い
の

で
、
分
か
り
や
す
く
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
声
が
あ
る
。
字
名
を
早
急

に
是
正
す
る
考
え
は
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長　

分
か
り

や
す
い
住
居
表
示
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。
実
施
時
期
は
道
仏
土
地

区
画
整
理
事
業
に
合
わ
せ
て
準
備

し
て
い
き
た
い
。

中
島
・
百
間
の
道
路
冠
水
対
策
は

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

土
の
う

設
置
や
通
行
止
め
で
対
応
し
た
。

中
央
第
２
幹
線
排
水
路
は
昨
年
度

川
底
の
土
砂
な
ど
を
さ
ら
っ
た
。

（
問
）
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
に
対
応
す
る
に
は
莫
大

な
費
用
が
か
か
る
。

丸
藤
栄
一　

議
員

こ
れ
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
避
け
た
い

都
市
計
画
税
が

町
民
の
家
計
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は

水道料金の値上げにつづき、都市計画税がズッシリ

石
井
眞
一　

議
員

笠原沼落の浚
しゅんせつ

渫は

（
問
）
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
は
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長　

現
在
作

成
し
て
い
る
災
害
対
策
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
、
大
規
模
な
地
震
を
想
定

し
た
も
の
。
今
後
、
利
根
川
な
ど

の
洪
水
を
想
定
し
た
水
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
必
要
と
考
え

る
。
そ
れ
ら
の
作
成
の
中
で
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
内
水
氾
濫
（
下
水
道
、
側

溝
か
ら
水
が
溢
れ
る
）
対
策
は
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長　

①
主
要

河
川
の
水
位
が
上
が
ら
な
い
よ
う

に
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫な
ど
に
努
め
る
。
②
ス
ム

ー
ズ
に
水
が
流
れ
る
よ
う
に
側
溝

な
ど
の
清
掃
を
行
う
。
③
一
時
的

に
貯
留
す
る
よ
う
な
施
設
の
建
設

を
検
討
す
る
。
④
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
通
行
止
め
を
実
施
す
る
。

　

買
物
難
民
、
買
物
弱
者
対
策
は

（
問
）
㈲
新
し
い
村
、
森
の
市
場

「
結
」
の
出
張
販
売
、
支
店
な
ど

の
設
置
の
考
え
は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

森
の
市

場
「
結
」
は
需
要
と
供
給
量
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
現
状
で
は
支
店

な
ど
店
舗
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
移
動
販

売
車
な
ど
を
う
ま
く
工
夫
し
て
出

張
販
売
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い

く
。

（
問
）
買
物
難
民
に
対
す
る
町
内

循
環
バ
ス
の
運
行
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

今
後
停

留
場
の
見
直
し
を
含
め
町
内
循
環

バ
ス
の
有
効
利
用
な
ど
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

水
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
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一 般 質 問

（
問
）
東
武
動
物
公
園
駅
西
口
整

備
に
つ
い
て
は
、
町
の
顔
づ
く
り

と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
が
早
期
の

整
備
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

　

こ
の
度
、
西
口
整
備
に
向
け
て

具
体
的
な
概
要
計
画
図
が
提
示
さ

れ
た
。
今
後
の
町
の
対
応
は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

今
年
９

月
よ
り
、
県
、
東
武
鉄
道
、
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
お
よ
び
町
の
４
者
間
で

の
駅
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
検
討
会

議
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
会
議
を
通
し
て
宮
代
ら
し

い
施
設
整
備
や
賑
わ
い
と
活
力
を

生
み
出
す
、
西
口
整
備
に
取
り
組

む
な
か
で
町
民
の
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
。
一
日
も
早
い
町
の
顔

づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
一

層
努
力
す
る
。

　

新
町
長
の
一
年
間
の
歩
み

（
問
）
町
長
は
昨
年
秋
に
就
任
し

て
一
年
を
む
か
え
る
。
そ
こ
で
一

年
間
の
歩
み
を
、
ど
の
よ
う
に
検

証
し
、
ま
た
、
し
た
の
か
率
直
な

気
持
は
。

（
答
）
町
長　

私
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
４
つ
の
基
本
姿
勢
を
示
し
て

皆
様
の
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
中
で
、
様
々
な
政
策
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
て
い
る
。

　

就
任
後
、
町
職
員
に
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
趣
旨
を
示
し
、
各
政
策
の

実
現
に
む
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
。
特
に
、
町
の
知
名
度
ア

ッ
プ
を
主
に
各
種
ア
ッ
プ
作
戦
を

展
開
し
、
町
の
強
み
と
良
さ
を
活

か
す
よ
う
、
さ
ら
な
る
努
力
を
し

て
い
く
。

唐
沢
捷
一　

議
員

西口整備が待たれる駅構内

町
に
ふ
さ
わ
し
い
顔
づ
く
り
を

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
整
備
は

（
問
）
宮
代
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
の
一
つ
に
「
に
ぎ
わ
い
と
活

力
の
あ
る
ま
ち
」
が
あ
る
。

　

宮
代
町
は
３
駅
を
有
し
な
が
ら

こ
の
駅
と
い
う
資
源
が
有
効
に
活

か
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

少
な
く
と
も
３
駅
を
基
点
と
し
て

市
街
地
を
構
成
す
る
よ
う
な
都
市

像
が
必
然
で
あ
り
、
駅
周
辺
や
そ

れ
に
連
な
る
地
域
の
秩
序
あ
る
市

街
地
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

宮
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
市

街
化
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て
見
解

は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

線
引
き

の
見
直
し
の
決
定
権
は
県
に
あ
る
。

市
街
化
区
域
の
拡
大
は
、
県
お
よ

び
町
の
長
期
計
画
に
合
致
し
、
適

正
な
土
地
利
用
が
図
ら
れ
る
区
域

に
限
り
行
わ
れ
て
い
る
。
人
口
減

少
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
り
、
必
要

性
も
含
め
慎
重
な
判
断
が
必
要
に

な
る
。

　

県
で
は
市
街
化
区
域
の
拡
大
に

は
「
予
定
線
引
き
計
画
開
発
方
式
」

の
考
え
方
が
原
則
と
さ
れ
て
お
り
、

土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
実
現

性
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

現
在
の
当
町
は
市
街
化
区
域
内

で
も
未
利
用
地
が
点
在
し
て
お
り
、

さ
ら
に
一
層
住
宅
の
整
備
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
道
仏
地
区
の
土

地
区
画
整
理
事
業
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
当
町
は
３
駅
を
有
し

て
お
り
、
姫
宮
駅
、
和
戸
駅
周
辺

に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
整
備
を
視

野
に
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
順

次
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

駅を基点とした市街地整備は

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
順
次
整
備
の
検
討
が
必
要

３
駅
周
辺
の
市
街
化
区
域
拡
大
は

中
野
松
夫　

議
員

金
子
正
志　

議
員

増税なき財政再建。２町合併で８億円の財源確保

（
問
）
町
内
に
は
４
つ
の
商
店
会

が
あ
り
、
直
近
の
会
員
数
の
推
移

は
減
少
し
て
い
る
。
会
員
数
の
推

移
は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

平
成
12

年
か
ら
平
成
21
年
の
10
年
間
の
会

員
数
の
推
移
は
、
次
の
通
り
。

百
間
新
道　

38
店
舗
→
27
店
舗

駅
東
口　
　

74
店
舗
→
52
店
舗

駅
西
口　
　

72
店
舗
→
38
店
舗

大
学
通
り　

32
店
舗
→
22
店
舗

合
計
２
１
７
店
舗
→
１
３
９
店
舗

商
業
者
が
苦
し
い
と
き
に
都
市
計

画
都
市
計
画
税
導
入
は
厳
し
い

（
問
）
こ
の
20
年
間
の
、
小
売
業

年
間
販
売
額
、
ま
た
、
製
造
品
出

荷
額
の
推
移
は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

小
売
業

年
間
販
売
額
は
、
昭
和
63
年
に
１

２
５
億
円
、
平
成
６
年
に
１
７
１

億
円
ま
で
伸
び
、
平
成
19
年
に
１

２
０
億
円
。
平
成
６
年
を
頂
点
に

30
％
落
ち
込
ん
だ
。
製
造
品
出
荷

額
は
平
成
元
年
１
５
９
億
円
、
平

成
20
年
は
97
億
円
。
39
％
減
。

（
問
）
労
働
力
人
口
の
こ
の
20
年

間
の
推
移
。
こ
れ
か
ら
の
労
働
力

人
口
の
推
移
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

労
働
力

人
口
に
つ
い
て
は
５
年
に
一
度
の

国
勢
調
査
で
把
握
し
て
い
る
。
平

成
２
年
が
１
万
６
２
０
５
人
、
平

成
17
年
が
１
万
７
５
２
４
人
、
今

後
は
、
宮
代
町
に
限
っ
た
推
計
値

は
な
い
。
15
歳
〜
64
歳
ま
で
の
人

口
割
合
を
示
す
「
生
産
年
齢
人
口
」

で
は
、
平
成
２
年
が
74
％
、
平
成

17
年
が
66
％
。
推
計
で
は
平
成
42

年
に
57
％
と
予
測
し
て
い
る
。

こ
の
10
年
間
で
217
店
か
ら
139
店
に
減
少

町
内
の
商
店
会
の
会
員
数
は

（
問
）
国
民
皆
保
険
が
建
前
の
な

か
、
職
を
失
い
国
保
加
入
手
続
が

で
き
ず
に
、
無
保
険
状
態
に
な
っ

て
い
る
人
が
い
る
。
ま
た
、
国
保

に
加
入
し
な
が
ら
３
割
の
自
己
負

担
が
払
え
な
い
た
め
、
受
診
を
控

え
て
い
る
人
も
い
る
。
国
保
税
の

減
免
、
受
診
時
の
自
己
負
担
の
減

免
は
ど
う
い
う
状
況
か
。

　

昨
年
か
ら
国
保
運
営
協
議
会
で

今
後
の
国
保
税
を
ど
う
す
る
か
審

議
が
続
い
て
い
る
が
、
引
き
上
げ

る
方
向
で
考
え
て
い
る
の
か
。

　

国
保
財
政
安
定
に
は
国
保
税
引

き
上
げ
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
手

だ
て
が
考
え
ら
れ
る
か
。

（
答
）
保
険
健
康
課
長　

国
保
税

の
減
免
は
、
こ
れ
ま
で
所
得
の
低

い
方
に
対
し
て
６
割
、
４
割
の
法

定
減
額
の
ほ
か
、
災
害
な
ど
に
よ

る
生
活
困
難
者
へ
の
減
免
が
あ
る
。

こ
れ
は
平
成
17
年
度
、
19
年
度
に

火
災
が
原
因
で
各
１
件
減
免
し
た

こ
と
が
あ
る
。
今
年
度
か
ら
自
発

的
で
な
い
離
職
者
に
軽
減
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
部
負

担
金
の
減
免
は
国
保
法
に
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
21
年
度
に
は
申
請

は
な
か
っ
た
。

　

国
保
税
引
き
上
げ
は
、
現
在
、

国
保
運
営
協
議
会
で
医
療
分
、
後

期
高
齢
者
支
援
分
の
見
直
し
を
検

討
し
て
お
り
、
答
申
を
受
け
町
と

し
て
最
終
方
針
を
決
め
た
い
。

　

財
政
安
定
に
は
、
実
現
の
是
非

は
別
と
し
て
国
庫
負
担
を
引
き
上

げ
る
こ
と
が
最
良
。
毎
年
増
加
す

る
医
療
費
を
い
か
に
抑
え
て
い
く

か
の
観
点
も
大
切
な
こ
と
。

加
藤
幸
雄　

議
員

新
た
に
、
自
発
的
で
な
い
離
職
者
に
国
保
税
減
額

国
保
税
と
一
部
自
己
負
担
の
減
免
状
況
は

医療費抑制の努力を
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先進自治体に学ぶ

議会活性化の先進的な取り組み　

関心を持ってもらえるよう工夫　

　柴田町議会を訪ねてきました。
① 議会懇談会は住民との懇談や意見交換を主眼

においています。
② ホームページを充実し、住民への情報公開を

行っています。
③ 議員研修会は年に２回開催。原則として公開

で実施しています。
④ 一般質問については、一問一答方式、対面方

式。緊張感も生まれ、傍聴者からも「真剣さ
が伝わる」との声があります。

⑤議会図書室の充実が図られています。

議会　
　運営

議会　
　広報

住民に見える議会目指して
-宮城県柴田町 -

町民参加の紙面づくり
－宮城県美里町－

　７月21日、町村議会広報紙全国コンクール
で平成20年から３年連続して奨励賞を受賞す
るなど、大変優れた議会広報の先進地である宮
城県美里町（みさとまち）を訪ねてきました。
　一般質問は、議員一人１ページで、スペース
の関係上掲載できなかった質問については、末
尾に「一般質問あれこれ」というコーナーを設
け、そこにすべて掲載するというのが特徴です。
　「ふれあいコーナー」や「クイズ」は他の議会
だよりにはない独自性を発揮した、町民の方に
関心を持っていただけるよう工夫されています。

委員会報告
町
の
活
性
化
に
向
け
た
事
業
を
進
め
る

都
市
計
画
税
導
入
に
伴
う
町
の
将
来
は

（
問
）
遅
れ
て
い
る
職
員
研
修
制

度
の
見
直
し
の
完
了
時
期
と
第
３

セ
ク
タ
ー「
結
」で
の
実
地
研
修
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

難
し
い

も
の
が
あ
り
遅
れ
て
い
る
が
、
今

年
度
中
に
完
了
す
る
。
ま
た
、
机

上
の
研
修
ば
か
り
で
な
く
、「
結
」

で
の
実
地
研
修
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
職
員
数
２
０
０
名
体
制
へ

向
け
て
進
め
て
い
る
中
、
職
員
も

人
員
が
限
ら
れ
て
お
り
、
当
面
考

え
ら
れ
な
い
。

（
問
）
旧
久
喜
市
内
の
県
道
の
整

備
が
順
調
で
あ
る
が
、
当
町
の
都

市
計
画
道
路
の
整
備
率
が
低
い
。

そ
の
理
由
は
何
か
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

か
つ
て

の
町
の
政
策
と
し
て
、
ふ
れ
愛
セ

ン
タ
ー
や
図
書
館
、
保
健
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
施
設
整
備
に
合
わ
せ
て
、

福
祉
・
教
育
の
分
野
に
重
点
投
資

を
し
て
い
た
の
で
、
道
路
整
備
ま

で
財
源
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
。

　

宮
代
町
の
国
民
健
康
保
険
税
は

　

高
い
の
か
安
い
の
か

（
問
）
当
町
の
国
民
健
康
保
険
税

の
水
準
は
。

（
答
）
保
険
健
康
課
長　

被
保
険

者
数
、
世
帯
数
な
ど
が
同
程
度
の

自
治
体
と
単
純
な
比
較
は
難
し
い

が
、
平
成
21
年
度
の
決
算
状
況
に

お
け
る
一
般
被
保
険
者
の
一
人
当

た
り
の
保
険
税
額
で
比
較
す
る
と
、

埼
葛
４
町
の
平
均
額
８
万
２
６
０

１
円
に
対
し
て
、
当
町
は
７
万
９

３
０
９
円
と
な
っ
て
お
り
、
３
２

９
３
円
下
回
っ
て
い
る
。
近
隣
市

町
と
比
べ
て
も
、
５
５
０
０
円
か

ら
６
０
０
０
円
低
い
。

宮
原
一
夫　

議
員

国道４号線までの延伸が望まれる都市計画道路新橋通り線

福
祉
・
教
育
の
分
野
に
重
点
投
資
を
し
て
き
た

都
市
計
画
道
路
の
整
備
率
が

　
　
　
　
　
　
　

低
い
理
由
は
何
か

（
問
）
①
宮
代
町
は
３
駅
そ
れ
ぞ

れ
に
市
街
地
を
形
成
し
、
都
市
計

画
税
は
等
し
く
負
担
を
求
め
る
。

負
担
に
見
合
う
、
バ
ラ
ン
ス
あ
る

整
備
ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

　

②
水
道
料
の
値
上
げ
に
つ
づ
き
、

都
市
計
画
税
の
導
入
と
な
る
が
、

公
共
施
設
・
事
業
の
統
廃
合
な
ど

財
政
改
革
が
必
要
で
は
。

（
答
）
町
長　

①
身
の
丈
に
合
っ

た
最
小
限
の
開
発
は
必
要
。
最
終

的
に
３
つ
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
形
成
す
る
と
思
う
が
、
計
画
が

進
ん
で
い
る
東
武
動
物
公
園
駅
周

辺
を
優
先
的
に
整
備
し
た
い
。
３

駅
を
見
た
場
合
、
和
戸
駅
周
辺
整

備
は
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
土

地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
24
年

度
を
目
途
に
調
査
し
た
い
。

　

②
財
政
調
整
基
金
に
頼
る
町
政

運
営
は
で
き
な
い
、
そ
の
た
め
導

入
を
決
断
。
さ
ら
な
る
財
政
改
革

は
必
要
で
あ
る
。
東
洋
大
学
が
調

査
し
て
い
る
施
設
の
統
廃
合
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
議
論
を
し
た
い
。

生
活
道
路
の
整
備
優
先
順
位
基
準
は

（
問
）
生
活
道
路
の
改
善
要
望
に
、

人
に
優
し
い
観
点
で
応
え
て
は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

砂
利
道
、

土
の
道
、
舗
装
道
を
ど
う
区
分
す

る
か
、
農
道
は
農
家
中
心
に
地
元

と
協
議
し
対
応
す
る
。

買
物
難
民
対
策
に
循
環
バ
ス
活
用

（
問
）
循
環
バ
ス
を
買
物
に
利
用

し
や
す
い
運
行
に
し
て
は
ど
う
か
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
研
究
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

地
域
の

実
情
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
研
究
。

関　

弘
秀　

議
員

期待ふくらむ西口顔づくり

（
問
）
税
率
0.2
％
の
設
定
に
至
っ

た
経
緯
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　
「
都
市
計

画
事
業
整
備
計
画
」
の
短
期
実
施

事
業
に
必
要
な
金
額
か
ら
、
税
率

が
0.2
％
で
あ
れ
ば
１
億
４
千
万
円

が
確
保
で
き
、
事
業
財
源
と
し
て

一
定
の
額
を
賄
う
事
が
で
き
る
と

判
断
し
た
。
0.1
％
で
は
、「
確
実

な
事
業
の
進
捗
」
に
お
い
て
財
源

不
足
。
ま
た
、
0.3
％
で
は
各
世
帯

の
急
激
な
負
担
増
と
な
る
た
め
、

適
当
で
な
い
と
判
断
し
た
。

（
問
）「
東
武
動
物
公
園
駅
東
口
、

姫
宮
駅
、
和
戸
駅
周
辺
開
発
」
の

中
長
期
的
な
位
置
付
け
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　
「
都
市
計

画
事
業
整
備
計
画
」
に
位
置
付
け

た
事
業
の
駅
周
辺
整
備
と
し
て
は
、

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
・
西
口
の

整
備
だ
が
、
姫
宮
駅
、
和
戸
駅
周

辺
の
開
発
に
つ
い
て
も
他
の
事
業

の
進
捗
状
況
・
財
政
負
担
な
ど
を

勘
案
し
、
順
次
検
討
す
る
。

（
問
）
短
期
計
画
に
お
け
る
３
路

線
の
優
先
度
お
よ
び
計
画
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　
「
宮
代
通

り
線
Ⅱ
」
は
平
成
24
年
に
舗
装
予

定
、「
春
日
部
久
喜
線
Ⅰ
」「
宮
代

通
り
線
Ⅰ
」
は
平
成
30
年
完
了
予

定
。

（
問
）
西
口
開
発
と
道
仏
土
地
区

画
整
理
事
業
と
の
接
続
路
線
の
整

備
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

宮
代
町

の
背
骨
と
な
る
「
都
市
計
画
道
路

春
日
部
久
喜
線
」
の
整
備
を
先
行

し
、
駅
方
面
の
交
通
機
能
の
確
保

を
考
え
て
い
く
。

榎
本
和
男　

議
員

和
戸
駅
西
口
整
備
を
2₄
年
度
を
目
途
に
調
査

都
市
計
画
税
導
入
に
は

３
駅
の
整
備
バ
ラ
ン
ス
を

３駅の市街地・バランスある整備を


